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■  田中虎市市長が誕生
し  これから4年間の市政をたくす
よ 市長選と市議補欠選挙(任期1年 )
み が25日行われた。

■  開票会場の羽犬塚小体育館には
開票開始の年後 8時ごろから、激

戦の選挙結果を見守る市民がつめ

かけ緊迫したムードがみなぎった

11時30分すぎ田中虎市氏リード

が速報されると、熟く長い選挙戦

にようやくピリオドが打たれた。

編集 企画課   でんわ (代)④ 4111

１
日
　
第
５３
回
メ
ー
デ
ー

２
日
　
八
十
八
夜

３
日
　
憲
法
記
念
日

５
日
　

」́
ど
も
の
日
□
児
童
福
祉
週
間

６
日
　
農
業
委
員
会
　
□
立
夏

７
日
　
行
政
区
長
会

８
日
　
農
政
区
長
会
　
国
民
生
委
員
会

９
日
　
祐規
後
市
川
と
水
を
守
る
運
動
は

じ
ま
る
　
□
少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
、
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
　
□
母
の
日

‐７
日
　
市
長
就
任
式

（予
定
）
□
真
木

和
泉
守
慰
霊
祭

２３
日
　
第
３
回
市
民
芸
能
の
つ
ど
い

２６
日
　
計
量
器
定
期
検
査

（
２７
日
ま
で
）

〔定
例
講
座

。
学
級
〕
保
健
福
祉
学
級

（
２５
日
）
、
子
ど
も
の
映
画
教
室

（
１５
日
）

〔相
談
〕
心
配
ご
と
相
談

・
交
通
事
故

相
談

（
６

・
１３

・
２０

．
２７
日
）
公
害
苦

情
相
談

・
消
費
生
活
相
談

。
人
権
法
律

相
談

・
行
政
相
談

（
１９
日
）
老
人
健
康

相
談

（
７

・
‐２

・
‐４

・
‐９

。
２‐

．
２６

・

２８
日
）
妊
婦
相
談

（
２０

。
２７
日
）

今
月
の
税
　
固
定
資
産
税
　
　
第
１
期
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・
市
議
補
選
結
果

新
市
長
に
田
中

虎
市
氏

市
議
に
は
牛
島
氏

・
馬
場
氏

「現
職
と
元
議
長
が
激
突
」
と
注
目

を
あ
び
た
市
長
選
挙
と
、
欠
員
二
の
議

席
を
二
人
の
候
補
者
で
争

っ
た
市
議
会

議
員
の
補
欠
選
挙
が
、
二
十
五
日
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
ん
ど
の
選
挙
は
十
五
日
告
示
さ
れ

市
長
選
に
は
元
市
議
会
議
長
経
験
者
で

会
社
会
長
の
田
中
虎
市
氏
と
現
職
市
長

で
三
選
目
を
目
指
す
中
尾
義
昭
氏
が
立

候
補
し
て
、
文
字
ど
お
り
の
市
を
三
分

す
る
保
守
系
無
所
属
同
士
の
激
し
い
選

挙
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

い
っ
ぽ
う
欠
員
二
と
な
っ
て
い
た
市

議
会
議
員
補
欠
選
挙
に
は
、
農
業
の
牛

島
力
氏
＝
無
所
属
、
女
性
候
補
の
無
職

萩
尾
比
路
氏
＝
無
所
属
、
西
鉄
社
員
の

馬
場
節
夫
氏
の
二
人
が
立
候
補
。
三
議

席
を
争

っ
て
の
三
ツ
ド
モ
エ
の
選
挙
戦

と
な
り
ま
し
た
。

市
長
選
挙
、
市
議
補
欠
選
挙
の
ダ
ブ

ル
選
挙
で
、
十
五
日
以
降
は
各
候
補
者

の
選
挙
カ
ー
が
制
限
時
間
い
っ
ぱ
い
を

使

っ
て
市
内
を
か
け
回
り
、
市
内
は
選

挙

一
色
と
な
り
ま
し
た
。

低
か
っ
た
投
票
率

今
回
の
選
挙
で
、
意
外
だ

っ
た
の
が

投
票
率
の
低
か
っ
た
こ
と
。
保
守
系
同

士
の
市
長
選
の
激
突
で
、投
票
率
が
、高

ま
る
こ
と
が
、
予
想
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

結
果
は
、市
長
選
、市
議
補
欠
選
挙
と
も

前
回

（昭
和
五
三
年
四
月
、
中
尾
義
昭

氏
、
中
尾
直
江
氏
と
の
市
長
選
、
県
議

補
欠
選
挙
の
ダ
ブ
ル
選
挙
）
投
票
率

（

市
長
選
＝
八
三

・
五
三
で
、
県
議
補
欠

選
挙
＝
人
三

・
六
〇
雀
）
を
わ
ず
か
に

下
廻
っ
た
結
果
に
終
り
ま
し
た
。

選
挙
期
間
中
、
市
長
選
挙
で
は
、
市

民
会
館
、
水
田
小
体
育
館
の
二
会
場
で

立
会
演
説
会
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
個
人

演
説
会
の
開
催
な
ど
活
発
な
選
挙
運
動

が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
で
も
同
様
に

活
発
な
選
挙
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
が

一
般
有
権
者
の
関
心
は
、
い
ま

一
歩
だ

っ
た
よ
う
で
す
。

と
く
に
市
会
議
員
補
欠
選
挙
の
投
票

は
記
号
式
で
あ

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

無
効
票
が
千
二
百
五
十
六
票
も
あ

っ
た

の
は
有
権
者
の
選
挙
に
対
す
る
関
心
の

度
合
い
を
示
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

明
る
い
選
挙
は
守
ら
れ
た
か

十
九
日
、
年
後

一
時
二
十
分
か
ら
、

市
選
挙
管
理
委
員
会
（横
濤
繁
委
員
長
）

明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

（菊
池
徹
之

会
長
）、
市
連
合
婦
人
会

（内
田
和
子
会

長
）
な
ど
約
四
百
人
が
参
加
し
て
、
市

役
所
前
、
山
ノ
井
四
ッ
角
、
駅
前
通
り
な

ど
を
経
由
し
て
明
る
い
選
挙
推
進
の
た

め
の
街
頭
パ
レ
ー
ド
が
あ
り
ま
し
た
。

参
加
者
の
手
に
は
白
バ
ラ
と
明
る
い

選
挙
推
進
の
た
め
の
標
語
が
掲
げ
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
選
挙
の
実
態
は
、
ど
う
だ

っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

政
策
本
位
に
よ
る
明
る
い
選
挙
が
実

現
で
き
た
か
、
候
補
者
、
有
権
者
と
も

も
う

一
度
考
え
て
み
た
い
も
の
で
す
。

選

挙

の

結

果

開
票
は
、
即
日
開
票
で
、
午
後
八
時

か
ら
羽
犬
塚
小
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た

会
場
に
は
市
民
約
五
百
人
が
詰
め
か

け
て
開
票
状
況
を
見
守
る
な
か
で
、
つ

ぎ
の
よ
う
な
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

市
長
当

一
二
、
二
三
〇
　
田
中
虎
市
　
無
新

一
一　
九

一
一　
中
尾
義
昭
　
無
現

▽
当
日
有
権
者
＝
二
九
、
三
〇
九
人

う
ち
男

一
三
、
五

一
一
人
、
女

一
五

牛

島

力
脚新　業

（う
し
じ
ま
・
つ
と
む
）

市
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
会
長
、
ビ
ニ
ー

ル
加
工
業
、
佐
大

中
遅
、
井
田

七
九
八
人

▽
投
票
者
数
＝
二
四
、
四
〇
九
人

▽
投
票
率
＝
人
三

・
二
人
で

（男
八
二

・
〇
三
資

・
女
人
四

・
三
五
寵
）

▽
無
効
票
＝
二
六
七
票

市
議
当

一
〇
、
〇

一
一　
牛
島
　
力
　
無
新

当
　
八
、
〇

一
二
　
馬
場
節
夫
　
社
新

五
、　
〓

一五
　
萩
尾
比
路
　
無
新

▽
投
票
者
数
＝
二
四
、
四
〇
七
人

▽
投
票
率
＝
人
三

・
三
七
寵

（男
八
二

・
〇
二
■

・
女
人
四

・
二
五
至
）

▽
無
効
票
＝

一
、
二
五
六
票

市
長
初
登
庁
は
十
七
日

こ
ん
ど
の
市
長
選
挙
は
、
任
期
満
了

に
伴
う
選
挙
で
、
現
市
長
の
中
尾
義
昭

氏
の
任
期
は
五
月
十
五
日
ま
で
と
な

っ

て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
新
し
い
市
長
に
選
ば
れ
た

田
中
虎
市
氏
の
任
期
は
十
六
日
か
ら
で

す
が
、
十
六
日
が
日
曜
日
の
た
め
、
新

市
長
の
初
登
庁
は
、
十
七
日
に
な
る
見

込
み
で
、
中
尾
義
昭
氏
か
ら
田
中
虎
市

氏
へ
市
政
の
バ
ト
ン
が
渡
さ
れ
ま
す
。

馬
場

節

夫

４２
　
会
社
員

社
新

（ば
ば

・
せ
っ
お
）

社
会
党
筑
後
総
支
部

副
支
部
長

・
西
鉄
職

員
、
八
女
工
業
高
校

卒
、
西
牟
田
久
保
区

満69歳。横須賀海軍砲術高等科卒業

羽犬塚町議 2期、市議 6期 (う ち議

長 4期 )、 市体育協会長、市郷友会長

を歴任。会社役員。自宅は上町区。

田 中 虎 市
た なか とら ヽゝち

大正元年 7月

31日 生まれ
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地
域
改
善
対
策
特
別
措
置
法
が
成
立

＝
＝
＝
市
同
和
対
策
事
業
を
継
続
ｗ
＝
＝
西

の
差
別
が
後
を
断
た
な
い
」
と
の
差
別

の
実
態
に
つ
い
て
も
指
摘
し
ま
し
た
。

５
年
間
の
時
限
立
法

こ
の
よ
う
な
同
対
協
の
答
申
を
う
け

て
、
さ
き
ほ
ど
の
べ
た
と
お
り
、
国
会

で
の
論
議
を
へ
て
、
地
対
法
が
成
立
し

ま
し
た
。

地
対
法
は
①

「同
和
対
策
」
の
名
称

を

「地
域
改
善
対
策
」
に
変
更
す
る
、

②
事
業
に
つ
い
て
は
対
象
地
域
と
周
辺

地
域
の

一
体
性
の
確
保
、
公
正
な
運
営

を
図
る
と
の
訓
示
規
定
を
入
れ
る
、
③

五
年
間
の
時
限
立
法
と
す
る
―
―
な
ど

を
新
し
く
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
が
、
地

方
公
共
団
体
へ
の
事
業
の
補
助
率
は
従

来
通
り
の
三
分
の
二
を
認
め
る
な
ど
、

同
対
法
の
条
文
は
統
合
さ
れ
ま
し
た
が

内
容
は
そ
の
ま
ま
継
続
し
た
形
に
な
り

ま
し
た
。

新
法
の
成
立
で
、
部
落
差
別
解
消
ヘ

新
し
い
ス
タ
ー
ト
が
始
ま
り
ま
し
た
。

差
別
解
消
の
た
め
に
は
、
ま
だ
ま
だ

多
く
の
課
題
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
み

な
さ
ん
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

現
在
、
広
報
ち
く
ご
で
連
載
し
て
い

る

「部
落
差
別
を
な
く
そ
う
」
で
も
次

号
で
触
れ
る
予
定
の
今
年
二
月
ま
で
の

時
限
立
法
だ

っ
た

「同
和
対
策
事
業
特

別
措
置
法
＝
同
対
法
」
の
実
質
的
な
延

長
が
き
ま
り
ま
し
た
。

同
対
法
の
期
限
切
れ
を
迎
え
る
に
あ

た

っ
て
、
昨
年
六
月
以
降
、
同
和
対
策

協
議
会

（会
長
磯
村
英

一
東
洋
大
学
長
）

の
意
見
具
申
、
国
会
の
場
で
の
取
り
扱

い
を
め
ぐ
る
論
議
が
行
わ
れ
、
二
月
二

十

一
日
の
参
院
本
会
議
で
、

「地
域
改

善
対
策
特
別
措
置
法
案
」
と
し
て
全
会

一
致
で
可
決
さ
れ
た
も
の
で
す
。

新
法
は
、
旧
法
の
同
対
法
に
代
わ
り

地
対
法
と
略
称
さ
れ
、
四
月

一
日
か
ら

施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

同
対
協
の
意
見
具
申

こ
の
地
対
法
の
成
立
に
あ
た
っ
て
昨

年
十
二
月
十
日
、
同
利
対
策
協
議
会
が

ま
と
め
、
国
辺
総
理
府
総
務
長
官
に
提

出
し
た

「今
後
に
お
け
る
同
和
関
係
施

策
」
の
具
申
内
容
に
つ
い
て
、
ま
ず
要

点
だ
け
を
紹
介
し
ま
す
。

こ
の
具
申
で
は
、
法
の
必
要
性
を
明

ら
か
に
し
て
い
る
ほ
か
、
基
本
的
な
考

え
と
し
て
①
従
来
施
策
の
反
省
に
立
つ

新
規
立
法
、
②
事
業
を
中
心
と
し
た
時

限
立
法
、
③
国
民
の
理
解
を
得
る
立
場

か
ら
の
立
案
、
運
用
、
④
啓
も
う
啓
発

事
業
を
広
く
国
民

一
般
に
行
う
こ
と
。

さ
ら
に
具
体
的
な
事
業
と
し
て
、
現

行
法
で
の

″優
先
順
位
″
を
逆
転
さ
せ

啓
発
、
学
校
、
社
会
教
育
に
重
点
を
置

き
、
生
活
改
善
、
公
衆
衛
生
事
業
に
優

先
す
る
考
え
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
新
法
制
定
に
あ
た
っ
て
は
、

①
周
辺
地
域
と
の
格
差
解
消
、
②
行
政

の
主
体
性
の
確
保
と
運
営
の
公
正
、
③

地
方
公
共
団
体
の
超
過
負
担
を
考
慮
し

現
行
法
と
同
様
の
財
政
措
置
を
行
う
、

④

一
般
政
策
と
の
均
衡
、
⑤
行
政
の
責

任
範
囲
の
明
確
化
―
―
な
ど
を
指
摘
し

同
対
法
施
行
十
三
年
の
結
果
と
し
て

「

生
活
環
境
の
改
善
な
ど
数
年
を
要
す
る

事
業
量
が
あ
る
」

「結
婚
、
就
職
な
ど

5月 30日は消費者の日

5月 30日 は「消費者の日」で

す。昭和43年のこの日に、消費

者の利益を守るため「消費者

保護基本法」が施行されました。

「消費者の日」は、その10周

年を記念して昭和53年 に制定さ

れたもので、参年で 5回 目を迎

えることになります。

消費者保護基本法に定められ

ている消費者の自党を高めると

ともに、事業者のみなさんは消

費者保護の精ネ申に一層努めてく

ださい。お買物、戸別販売での

トラブルは消費生活相談へ。

同

対
審
答
申
の
内
容
は
、
前
文

第

一
部
＝
同
和
問
題
の
認
識

第
二
部
＝
同
和
対
矢
の
経
過
、
第
二

部
＝
同
和
対
策
の
具
体
案
と
結
語
―
‐

同
和
行
政
の
方
向
―
に

つ
い
て
ま
と

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

第

一
部
＝
同
和
問
題
の
認
識
の
な

か
で
、

「
い
わ
ゆ
る
同
和
問
題
と
は

日
本
社
会
の
歴
史
的
発
展
の
過
程
に

お
い
て
形
成
さ
れ
た
身
分
階
層
構
造

に
基
づ
く
差
別
に
よ
り
、

日
本
国
民
の

一
部
の
集
団

が
経
済
的

・
社
会
的

・
文

化
的
に
低
位
の
状
態
に
お

か
れ
、
現
代
社
会
に
お
い

て
も
、
な
お
い
ち
じ
る
し

く
基
本
的
人
権
を
侵
害
さ

れ
、
と
く
に
、
近
代
社
会

の
原
理
と
し
て
何
人
に
も

保
障
さ
れ
て
い
る
市
民
的

権
利
と
自
由
を
完
全
に
保

障
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う

も

っ
と
も
深
刻
に
し
て
重

大
な
社
会
問
題
で
あ
る
」

と
部
落
問
題
の
本
質
を
と

ら
え
、
さ
ら
に

「世
間
の

一
部
の
人

々
は
、
同
和
問
題
は
過
去
の
問
題
で

あ

っ
て
、
今
日
の
民
主
化
、
近
代
化

が
進
ん
だ
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
も

は
や
問
題
は
存
在
し
な
い
と
考
え
て

い
る
。
け
れ
ど
も
、
こ
の
問
題
の
存

在
は
、
主
観
を
こ
え
た
客
観
的
事
実

に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
」
と
指
摘
し

心
理
的
差
別
と
実
態
的
差
別
の
厳
存

す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

さ
ら
に

「す
な
わ
ち
、
近
代
社
会

に
お
け
る
部
落
差
別
と
は
、
ひ
と
く

ち
に
い
え
ば
、
市
民
的
権
利
、
自
由

の
侵
害
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

市
民
的
権
利
、
自
由
と
は
、
職
業

選
択
の
自
由
、
教
育
の
機
会
均
等
を

保
障
さ
れ
る
権
利
、
居
住
お
よ
び
移

転
の
自
由
、
結
婚
の
自
由
な
ど
で
あ

り
、
こ
れ
ら
の
権
利
と
自
由
が
同
和

地
区
住
民
に
た
い
し
て
は
完
全
に
保

障
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が

差
別
な
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
市
民
的
権
利

と
自
由
の
う
ち
、
職
業
選

択
の
自
由
、
す
な
わ
ち
就

職
の
機
会
均
等
が
完
全
に

保
障
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

が
特
に
重
大
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
、
歴
史
を
か

え
り
み
て
も
、
同
和
地
区

住
民
が
そ
の
時
代
に
お
け

る
主
要
産
業
の
生
産
過
程

か
ら
疎
外
さ
れ
、
賎
業
と

さ
れ
る
雑
業
に
従
事
し
て

い
た
こ
と
が
社
会
的
地
位

の
上
昇
と
解
放
へ
の
道
を
阻
む
要
因

と
な

っ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は

現
代
社
会
で
も
変
ら
な
い
か
ら
で
あ

る
。
し
た
が

っ
て
、
同
和
地
区
住
民

に
就
職
と
教
育
の
機
会
均
等
を
完
全

に
保
障
し
、
部
落
に
滞
留
す
る
停
滞

的
過
剰
人
口
を
近
代
的
な
主
要
産
業

　

，ヽ

の
生
産
過
程
に
導
入
し
生
活
の
安
定

　

一ほ

と
地
位
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
同
和

問
題
解
決
の
中
心
的
課
題
で
あ
る
」

部落差別をなくそう⑩

戦 後 の 解 放 運 動

同対審答申と特別措置法
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要
自
目
硼
電
鶏
し
い

巴

五
月
は
、
鮮
や
か
な
新
緑
に
誘
わ
れ

て
、
マ
イ
カ
ー
を
利
用
し
た
ド
ラ
イ
ブ

の
機
会
が
多
く
な
る
季
節
で
す
。

そ
れ
だ
け
に
、　
一
年
の
う
ち
で
も
、

こ
の
時
期
は
交
通
事
故
が
多
発
し
ま
す
。

こ
の
号
で
は
、
新
緑
の
行
楽
期
を
安

全
に
楽
し
く
過
ご
す
た
め
の
ド
ラ
イ
バ

ー
の
心
得
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

①

ンヽ
ー
ト

・
ベ
ル
ト
を

「
シ
ー
ト

・
ベ
ル
ト
な

ん
か
…
…
」
と
つ
い
怠
り

が
ち
で
す
が
、
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
の
着
用
が
事
故
に
よ

る
被
害
を
防
止

・
軽
減
す

る
の
に
大
き
な
効
果
が
あ

る
の
は
証
明
ず
み
で
す
。

同
時
に
、
シ
ー
ト

・
ベ

ル
ト
の
着
用
は
運
転
姿
勢

を
良
く
し
、
運
転
に
よ
る

体
の
疲
れ
を
軽
く
す
る
働

き
も
あ
る
の
で
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
は
も
ち
ろ

ん
、
同
乗
者
も
シ
ー
ト

・
ベ
ル
ト
を
必

ず
つ
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

②
飲
酒
運
転
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

行
楽
期
は
酒
を
飲
む
機
会
が
多
い
も

の
で
す
。

「運
転
す
る
と
き
は
飲
ま
な
い
」
、

「飲
ん
だ
ら
運
転
し
な
い
」
、
「飲
ん
だ

者
に
は
運
転
さ
せ
な
い
」
の
三
原
則
を

守
り
、
ド
ラ
イ
バ
ー
は
飲
酒
運
転
を
絶

対
に
し
な
い
こ
と
で
す
。

同
乗
者
や
周
り
の
人
も
飲
酒
運
転
を

さ
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
制
限
速
度
を
守
り
、
ス
ピ
ー
ド
は

控
え
目
に
し
ま
し
ょ
う
。

路
線
や
区
間
ご
と
に
、
道
路
や
交
通

の
事
情
に
応
じ
た
制
限
速
度
を
守
り
、

ス
ピ
ー
ド
を
控
え
目
に
し
て
、
安
全
運

転
に
徹
し
ま
し
ょ
う
。

同
乗
者
の
方
も
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
無

謀
な
ス
ピ
ー
ド
を
出
す
よ
う
勧
め
た
り

あ
る
っ
た
り
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

①
休
息
は
十
分
に
と
り
ま
し
ょ
う
。

長
い
時
間
運
転
す
る
と
き
は
、
で
き

る
だ
け
交
代
し
て
運
転
す
る
か
、
交
代

す
る
人
が
い
な
い
と
き
は
、
休
息
を
十

分
に
と
り
ま
し
ょ
う
。

と
く
に
高
速
道
路
な
ど
を
走
る
時
は

無
理
を
し
な
い
よ
う
、
疲
れ
た
と
き
は

パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
な
ど
で
休
息
を
と

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
車
間
距
離
を
十
分
に
と
り
ま
し
ょ

つ

ド
ラ
イ
バ
ー
が
危
険
を
感
じ
て
ブ
レ

―
キ
を
踏
ん
で
も
、
ク
ル
マ
は
急
に
と

ま
り
ま
せ
ん
。

車
が
止
ま
る
ま
で
に
は
、
ブ
レ
ー
キ

を
踏
ん
で
か
ら
実
際
に
効
き
始
め
る
ま

で
の
距
離
と
ブ
レ
ー
キ
が
効
き
始
め
て

か
ら
止
ま
る
ま
で
の
距
離
と
を
合
わ
せ

た

「停
止
距
離
」
が
必
要
で
す
。

こ
の
停
止
距
離
は
、
速
度
が
早
く
な

れ
ば
な
る
ほ
ど
長
く
な
り
ま
す
の
で
高

速
道
路
な
ど
で
は
、
と
く
に
十
分
な
車

間
距
離
が
必
要
で
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
な
さ
ん
は
、
車
の

速
度
、
天
候
、
路
面
や
タ
イ
ヤ
の
状
態

疲
労
の
程
度
な
ど
を
考
え
て
、
車
間
距

離
を
十
分
に
と
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

こ
の
ほ
か
、
ク
ル
マ
の
点
検
整
備
を

念
入
り
に
す
る
な
ど
、
ぜ
ひ
心
掛
け
た

い
も
の
で
す
。

筑
後
市
で
は
、
昨
年

一
人
、
今
年
に

は
い
っ
て
も

一
人
の
尊
い
命
が
交
通
事

故
で
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
四
月
六
日
か
ら
八
月
二
十

一
日
ま
で
を
前
期
、
九
月

一
日
か
ら
二

月
二
十
八
日
ま
で
を
後
期
と
し
て
、
全

市
を
あ
げ
た

「粗
暴
運
転

・
め
い
わ
く

交
通
」
追
放
の
運
動
を
す
す
め
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

行
楽
期
の
事
故
防
止
は
、
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
こ
れ
か
ら
さ
き
息
の
長
い
市

民
運
動
と
し
て
、
尊
い
命
が
交
通
事
故

か
ら
奪
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
み

ん
な
で
こ
の
運
動
を
盛
り
あ
げ
て
い
た

だ
き
た
い
も
の
で
す
。

市
民
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
ね
が
い
い
た
し
ま
す
。

＝
行
楽
期
の
事
故
を
防
ご
う
Ｈｉｉ

「粗
暴
運
転
、
め
い
わ
く
交
通
を
追
放
し
よ
う
」
と
四
月
六
日
、
午
前
十
時

か
ら
市
民
会
館
で
、
粗
暴
運
転
、
め
い
わ
く
交
通
追
放
運
動
推
進
大
会
が
、
筑

後
警
察
署
、
筑
後
市
を
は
じ
め
各
団
体
の
関
係
者
約
二
百
人
が
出
席
し
て
開
か

れ
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
無
免
許
運
転
、
酒
酔
い
運
転
、
ス
ピ
ー
ド
違
反
な
ど
の
恐
し
い

粗
暴
運
転
や
、
め
い
わ
く
交
通
の
追
放
の
た
め
の
運
動
を
地
域
や
家
庭
の
中
で

積
極
的
に
取
り
組
む
大
会
宣
言
を
採
択
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

当
日
は
大
会
終
了
後
、
県
警
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
を
先
頭
に
宣
伝
パ
レ
ー
ド
が
計

画
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
あ
い
に
く
の
雨
天
の
た
め
市
民
会
館
で
の
演
奏
会
に

変
更
さ
れ
ま
し
た
。

(冠乗埋♂息品罵辱褒篭彊露建亀夫会)

健やかな子供の成長をみんなで

5月 5日から11日は児童福祉週間です

rz生ヽ
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ゆみこ
高巣 由美子ちやん

(昭和55年 6月 17日 生)

高巣光男さん (34)、 カツヱ

さん (32)の長女 (高江区)

「何よりも音楽と動物がお気

に入り。マイク片手に歌のポ

ーズ。少々おませな女の子で

す。明るい子に育ってほしい

』とカツヱさん。

昭和57年通
商
産
業
省
で
は
、
昭
和
五
十
七
年

六
月

一
日
現
在
で
商
業
統
計
調
査
を
実

施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は

″商
業
の
国
勢
調
査
″

と
も
い
わ
れ
る
も
の
で
、
わ
が
国
の
商

店
の
分
布
状
況
や
販
売
活
動
の
実
態
お

よ
び
商
品
の
全
国
的
な
流
通
状
況
な
ど

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
全
国
の
卸
売

業

・
小
売
業
お
よ
び
飲
食
店
を
営
ん
で

い
る
す
べ
て
の
商
店
を
対
象
に
行
わ
れ

ま
す
。
こ
の
調
査
の
結
果
は
、
国
や
都
道
府

県

・
市
区
町
村
に
お
け
る
商
業
の
育
成

流
通
機
構
の
近
代
化
な
ど
の
施
策
を
進

め
る
う
え
で
重
要
な
基
礎
資
料
と
し
て

多
く
の
分
野
で
利
用
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
各
商
店
も
経
営
指
針
を
作
る

と
き
に
も
広
く
役
立

っ
て
い
ま
す
。

調
査
は
、
都
道
府
県
知
事
か
ら
任
命

さ
れ
た
商
業
統
計
調
査
員
が
、
商
店
を

直
接
訪
問
し
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い

た
だ
い
て
回
収
す
る
と
い
う
方
法
で
行

い
ま
す
。
た
だ
し
、
飲
食
店
の
う
ち
、

バ
ー

・
酒
場
な
ど
に
つ
い
て
は
、
調
査

員
が
調
査
事
項
を
聞
き
と
り
、
調
査
票

に
記
入
す
る
方
法
な
ど
で
行
い
ま
す
。

提
出
さ
れ
る
調
査
票
は
統
計
法
に
よ

り
厳
重
に
秘
密
が
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

正
確
な
申
告
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

川
と
水
を
守
る
市
民
運
動

全
市

一
斉
清
掃
に

か
加
し
ま
し
ょ
う

「川
と
水
を
き
れ
い
に
し
よ
う
」
と

五
月
九
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で

「第
二

回
川
と
水
を
守
る
市
民
運
動
」
の

一
環

と
し
て
、
下
排
水
路
な
ど
の
全
市

一
斉

清
掃
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
の
生
活
環
境
を
ま
も
る
た

め
、
川
と
水
を
守
る
市
民
運
動
推
進
連

絡
協
議
会

（中
尾
義
昭
会
長
二
八
団
体
）

で
は
、
毎
年
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協

力
で
、
下
水
溝
や
農
業
排
水
路
な
ど
の

清
掃
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ヘ
ド
ロ
で
流
れ
の
悪
か
っ
た
川
も
、

み
ち
が
え
る
程
き
れ
い
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
ま
だ
ま
だ
ご
み
の
不
法
投
棄
や

河
川
の
汚
れ
が
め
だ
ち
ま
す
。

美
し
い
自
然
を
と
り
も
ど
し
、
住
み

よ
い
生
活
環
境
を
守
る
た
め
に
、
今
年

も
多
数
、
こ
の
一
斉
清
掃
に
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

困
っ
た
と
き
は

気
軽
に
派
出
所
へ

警
察
へ
の
要
望
や
、
困

っ
た
と
き
に

は
、
気
軽
に
近
く
の
派
出
所
や
駐
在
所

へ
来
て
く
だ
さ
い
。

警
察
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
安
全

と
住
み
よ
い
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
、

防
犯
活
動
に
力
を
い
れ
て
い
ま
す
。

と
く
に
、
み
な
さ
ん
の
身
近
な
と
こ

ろ
で
そ
の
役
割
を
し
て
い
る
の
が
派
出

所
や
駐
在
所
で
勤
務
し
て
い
る
警
察
官

で
す
。

交
通
事
故

・
少
年
少
女
の
非
行

。
覚

せ
い
剤
な
ど
の
こ
と
で
困

っ
て
い
る
か

た
は
、
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

一
一
〇
番
電
話
の
利
用
は

一
一
〇
番
は
緊
急
通
報
用
の
電
話
で

す
。
緊
急
の
と
き
以
外
に

一
一
〇
番
を

使
う
と
事
件
事
故
の
通
報
の
と
き
に
話

し
中
に
な
り
困
り
ま
す
。

急
ぐ
場
合
だ
け

一
一
〇
番
を
使
い
、

他
の
用
件
は
、
筑
後
警
察
署

「電
話
②

‐
三

一
〇
八
」
に
し
て
く
だ
さ
い
。

商
業
統
計
調
査
を
実
施

〓
〓
〓
「

赤 ち

姻

6月 1日

現在で

ヽ

この欄は官公庁や市内の会

社工場 からの お`知 らせです

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
Ａ

（流
行
性
肝
炎
）
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

流
行
性
肝
炎
が
二
月
中
旬
頃
か
ら

筑
後
地
方
の
２０
～
３０
歳
を
中
心
に
多

発
し
て
い
ま
す
。
こ
の
肝
炎
の
症
状

は
突
然
３８
度
位
の
発
熱
で
は
じ
ま
り

か
ら
だ
が
だ
る
く
、
つ
か
れ
や
す
い

カ
ゼ
の
よ
う
な
症
状
と
、
食
欲
が
な

く
吐
き
気
や
、
吐
い
た
り
す
る
胃
腸

症
状
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
発
病

四
～
七
日
後
お
う
だ
ん
が
お
こ
り
、

全
身
の
ひ
ふ
や
眼
の
し
ろ
め
が
黄
色

に
な
り
ま
す
。
異
常
を
感
じ
た
ら
、

医
師
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
予
防

と
し
て
、
Ｃ
用
便
後
、
食
事
調
理
前

食
事
前
に
清
毒
し
流
水
で
よ
く
洗
う

②
生
水
、
な
ま
も
の
の
飲
食
を
ひ
か

え
る
。
①
食
器
は
煮
沸
清
毒
を
す
る
。

以
上
三
点
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

商
業
簿
記
講
座
を

開
講
し
ま
す

筑
後
市
商
工
会
議
所
で
は
、
六
月

二
日
か
ら
八
月
九
日
の
毎
週
月

・
水

金
曜
夜
七
時
か
ら
九
時
ま
で
商
業
簿

記
講
座
を
ひ
ら
き
ま
す
。
定
員
は
五

十
人
で
、
受
講
料
は
会
員
五
千
円
、

非
会
員
八
千
円
で
す
。
場
所
は
同
会

議
所
で
。
く
わ
し
く
は
同
所
へ
。

国
税
専
門
官
を
募
集

国
税
庁
で
は
、
５８
年
度
国
税
専
門

官
を
つ
ぎ
の
と
お
り
募
集
中
で
す
。

■
受
験
資
格
　
昭
和
３０
年
４
月
２
日

～
同
３６
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
れ
た

人
。

■
受
付
期
間
　
５
月
１４
日
～
２‐
日

日
試
験
日
　
第
１
次
試
験
＝
７
月
１０

日

・
Ｈ
日
、
第
２
次
試
験
＝
９
月
１３

日

，
１４
日
。
申
込
用
紙
他
く
わ
し
く

は
八
女
税
務
署
ヘ

婦
人
警
察
官
な
ど
を
募
集

県
人
事
委
員
会
、
県
警
察
本
部
で
は

つ
ぎ
の
と
お
り
警
察
官

（婦
人
警
察

官
を
含
む
）
の
採
用
試
験
を
し
ま
す
。

■
第
１
次
試
験
日
　
５
月
２３
日
８
時

３０
分
～
１７
時

（第
２
次
は
６
月
中
旬
）

■
受
付
　
４
月
１２
日
～
５
月
■
日

受
験
資
格
、
人
員
、
試
験
地
な
ど

く
わ
し
く
は
筑
後
警
察
署
へ
。

筑
後
財
務
事
務
所
か
ら

の
お
知
ら
せ

自
動
車
税
の
納
期
は
、
五
月
二
十

一
日
ま
で
で
す
。
自
動
車
を
売

っ
た

り
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
に
し
た
時
は
、
必

ず
陸
運
事
務
所
で
登
録
を
す
ま
せ
て

く
だ
さ
い
。
手
続
き
を
他
人
に
依
頼

し
た
時
は
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

rス 、
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Ю 日 に 石 人 祭  龍 ェ吾

筑後市と広川町境界にある石人山古墳 (国

指定史跡)の石人堂前で、石人祭が開かれ

た (写真0) この石人祭は筑後郷土史研
究会 (江崎喜与治会長)が、被葬者の霊を
なぐさめようと毎年開いているもので今年

で30回 目。同日は榊事に引きつづき同会副

会長の右田乙次郎さん (76)が同古墳の由来

などを出席者約50人 に説明。熱心に古代の

筑後を回想していた。

日 源 上 人 ま つ り   の霙鰹 裡
えた僧日源をしのぶ「日源上人祭」が13日

溝回の福王寺で開かれた。 (写真②)

日源は、文禄年間に故郷越前より紙すき

の技術を筑後に伝えた人。1609年 に没する

までこの地で紙をすき、九州製紙の元祖と

も言われる。同日は日源上人の命日の前日

にあたるお逮夜にあたり、境内の日源上人

銅像前に製紙関係者、区民など25人 が集■

り先人の追徳をしのんでいた。

(6)

昭和57年 5月 1日 337号

春

の
狂
犬
病
予
防
注
射
と

登
録

全
一回
目
）
の
お
知
ら
せ

八
女
保
健
所
、
市
衛
生
課
で
は
、
前

回
注
射
も
れ
と
な

っ
た
犬
を
対
象

に
、

つ
ぎ
の
と
お
り
注
射
を
し
ま
す
。

‐７
日
　
１０
時
～
１０
時
３０
分
＝
農
協
古
川

支
所
で
、
■
時
～
Ｈ
時
３０
分
＝
農
協
水

田
支
所
で
、
１３
時
３０
分
～
１４
時
＝
寛
元

寺
公
民
館
で
、
１４
時
３０
分
～
１５
時
＝

一

条
公
民
館
で
、

‐８
日
　
９
時
３０
分
～
Ｈ
時
３０
分
と
１３
時

～
‐５
時
＝
市
役
所
前
で

生
後
三
ヵ
月
以
上
の
犬
は
必
ず
登
録

と
注
射
を
う
け
て
く
だ
さ
い
。

登
録
料
二
千
百
円
、
注
射
料
千
百
六

十
円
が
い
り
ま
す
。

計
量
器
の
定
期
検
査

県
計
量
検
定
所
で
は
、
つ
ぎ
の
日

程
で
計
量
器
の
定
期
検
査
を
し
ま
す
。

５
月
２７
日
＝
市
役
所
　
１０
時
～
１６
時

５
月
２８
日
＝
農
協
会
館
Ю
時
～
“
時

く
わ
し
く
は
市
商
工
観
光
課
へ
。

＝
児
童
手
当
受
給
者
＝

児
童
手
当
を
も
ら
っ
て
い
る
人
は
、

毎
年
六
月

一
日
か
ら
六
月
二
十
日
ま
で

の
間
に
、
現
況
届
を
福
祉
事
務
所
に
提

出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

も
し
、
こ
の
届
を
忘
れ
る
と
手
当
が

も
ら
え
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

な
お
、
手
続
き
は
、
印
か
ん
を
持

っ

て
来
て
い
た
だ
く
と
す
ぐ
す
み
ま
す
。

一二

月

あ

一衛

一生

一行

一事

一

育
児
相
談
　
１７
日
に
保
健
セ
ン
タ
ー
で

今
月
の
対
象
は
五
十
七
年
二
月
生
ま

れ
の
お
子
さ
ん
で
す
。

ジ
フ
テ
リ
ア

・
百
日
ぜ
き

・
破
傷
風
予

防
接
種

（三
種
混
合
予
防
接
種
）

‐２
日
　
羽
犬
塚
、
松
原
、
西
牟
田
校
区

２６
日
　
筑
後
、
古
川
、
水
田
、
水
洗
、

下
妻
、
古
島
、
三
川
校
区

対
象
は
、
生
後
二
十
四
ヵ
月
か
ら
四

十
八
ヵ
月
ま
で
に
、　
一
期
と
二
期
が
す

ん
で
い
な
い
お
子
さ
ん
で
す
。　
一
期
は

二
歳
に
な

っ
て
間
も
な
く
毎
月
続
け
て

三
回
う
け
る
。
二
期
は

一
期
が
終
っ
て

一
年
か
ら

一
年
半
の
間
に

一
回
う
け
る
。

日
本
脳
炎
予
防
接
種

〔対
象
者
〕
三
歳
以
上
の
幼
児
か
ら
大

人
ま
で
。
た
だ
し
三
歳
児
で
六
月
に
ツ

反

・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
を
受
け
る
人
、
３０
日
以
内

に
他
の
予
防
接
種
を
受
け
た
人
は
除
く

〔接
種
方
法
〕
初
年
度
二
回

（
７
日
～

・４
日
の
間
隔
）
翌
年

一
回
、
あ
と
は
３

～
４
年
に

一
回
近
く
の
会
場
で
う
け
る

〔１
回
目
〕

１１
日
　
羽
犬
塚
小
学
校

・２
日
　
格猟
後
小
学
校

・３
日
　
羽
犬
塚
中
学
校

‐４
日
　
西
牟
田
小
学
校
、
松
原
小
学
校

‐９
日
　
水
田
小
学
校
、
古
島
小
学
校

２０
日
　
水
洗
小
学
校
、
古
川
小
学
校

２．
日
　
一
一川
小
学
校
、
下
妻
小
学
校

〔
二
回
目
〕

２５
日
　
羽
犬
塚
小
学
校

２６
日
　
西
牟
田
小
学
校

２７
日
　
古
川
小
学
校

２８
日
　
水
田
小
学
校

日
予
防
接
種
を
う
け
る
と
き
は
、
熱
を

は
か
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

■
接
種
や
検
診
を
う
け
る
時
は
、
母
子

手
帳
の
該
当
の

″間
診
票
″
に
必
ず
記

入
、
押
印
し
て
受
付
に
出
し
て
く
だ
さ

い
。

な
る
間
診
票
が
つ
い
て
い
な
い
と
き
は

二
級
建
築

士

の
受
験
者
募
集

県
で
は
、
昭
和
五
十
七
年
二
級
建
築

士
試
験
を
つ
ぎ
の
と
お
り
し
ま
す
。

〔学
科
試
験
〕
７
月
２５
日

（日
）

〔設
計
製
図
試
験
〕
９
月
１２
日

（日
）

〔試
験
場
〕
福
岡
市
西
区
七
隈
十

一
、

福
岡
大
学

（七
隈
学
舎
）
八

・
十
号
館

〔受
付
期
間
〕
５
月
１０
日
～
‐４
日

〔受
付
場
所
〕
八
女
土
木
事
務
所

〔申
込
用
紙
〕
五
月
四
日
か
ら
八
女
土

木
事
務
所
建
築
課
か
市
役
所
都
市
対
策

課
で
交
付
す
る
。

受
験
案
内
な
ど
を
請
求
す
る
と
き
は

受
験
区
分

（学
科
か
ら
の
受
験

。
設
計

製
図
の
み
の
受
験
）
、
あ
て
先
、
郵
便

番
号
を
明
記
し
、
６０
円
切
手
を
は
っ
た

返
信
用
封
筒
を
必
ず
同
封
し
て
、
八
女

土
木
事
務
所
建
築
課
へ
送
っ
て
く
だ
さ

い
。
く
わ
し
く
は
人
女
土
木
事
務
所
ヘ

現

忘 況

れ届

ず を

に

印
か
ん
を
持

っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

一輔輩情舛胸叫朝町コ耳獅螂↑一
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に行政相談
ら行政相談週間

日

砂

９

　
６

1

い
を
受
け
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か

こ
の
よ
う
な
行
政
上
の
苦
情
、
要

望
、
問
い
合
わ
せ
を
聞
い
て
問
題
の

解
決
に
努
力
し
、
国
民
の
た
め
の
よ

り
よ
い
行
政
を
目
指
す
―
―
こ
れ
が

「行
政
相
談
」
制
度
の
ね
ら
い
で
す

役
所
や
公
社
、
公
団
な
ど
が
行

っ

て
い
る
仕
事
に
つ
い
て
、
苦
情
や
意

見
、
要
望
な
ど
を
お
持
ち
の
方
は
毎

月

一
回

（今
月
は
十
九
日
）、
勤
労
婦

人
セ
ン
タ
ー
で
開
い
て
い
る
行
政
相

談
へ
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

行
政
相
談
員
は
、
中
牟
田
区
の
塚

本
藤
男
さ
ん
で
す
。
塚
本
さ
ん
は
自

宅
（電
②
ｌ
〓
四
と
で
も
相
談
に
あ
た

ら
れ
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

第
３
回
市
民
芸
能
の
つ
ど
い

５
月
２３
日

（日
）

「市
民
芸
能
の
つ
ど
い
」
を
五
月

二
十
三
日
（日
）午
前
九
時
三
十
分
か

ら
勤
労
婦
人
セ
ン
タ
ー
で
開
き
ま
す

文
化
連
盟
加
入
の
謡
曲
、
吟
詠
、

舞
踊
、
民
謡
、
三
味
線
、
大
正
琴
、

バ
レ
エ
な
ど
二
十
六
団
体
が
参
加
す

る
予
定
で
す
。
入
場
は
無
料
で
す
。

■
五
月
十
六
日
か
ら
二

十
二
日
ま
で
、
全
国
い

っ
せ
い
に

「行
政
相
談

週
間
」
が
実
施
さ
れ
ま

す
。ふ

だ
ん
の
生
活
で
、

何
か
不
便
を
感
じ
て
い

る
こ
と
。
役
所
な
ど
の

窓
口
で
、
不
親
切
な
扱

中
小
企
業
ヘ

の
融
資
資
金

運
転
資
金
や
設
備
資
金
が
必
要
な
中

小
企
業
者
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
市
の
融

資
資
金
を
借
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

借
る
こ
と
が
で
き
る
人
＝
市
内
の
中
小

企
業
者
で
、
市
税
の
滞
納
が
な
い
人

借
り
ら
れ
る
金
額
＝
三
百
万
円
ま
で

返
済
期
間
＝
三
功
年
以
内

利
息
＝
年
利
六

・
八
％
、
（
一
・
〇
％
の

利
子
補
給
あ
り
）

申
込
み
先
＝
商
工
観
光
課

・
商
工
会
議

所

・
市
内
の
金
融
機
関
。

く
わ
し
く
は
商
工
観
光
課
へ
。

か
ら
だ
の
不
自
由

な
人
の
巡
回
相
談

福
岡
県
と
市
福
祉
事
務
所
で
は
、
か

ら
だ
の
不
自
由
な
人
の
巡
回
相
談
を
行

い
ま
す
。
①
目
や
耳
、
手
、
足
が
不
白

由
で
新
し
く

「身
体
障
害
者
手
帳
」
が

ほ
し
い
人
や
障
害
の
程
度
が
変
っ
た
人

②
補
装
具
の
交
付
や
修
理
を
受
け
た
い

人
③
そ
の
他
身
体
の
障
害
で
困
っ
て
い

る
人
な
ど
な
ん
で
も
結
構
で
す
。
ご
自

〔由黙ギ剖錦Ⅸ陸隣撤
剤談は無料）

午
前
十
時
～
午
後
三
時
ま
で

〔会
場
〕
勤
労
婦
人
セ
ン
タ
ー
三
階

当
日
は
、
印
か
ん
、
手
帳

（身
体
障

害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
）
を
も
っ

て
き
て
く
だ
さ
い
。
な
お
眼
科
は
受
付

だ
け
を
行
い
後
日
に
診
断
し
ま
す
。

く
わ
し
く
は
福
祉
事
務
所
へ
。

水
道
責
任
技
術
者

二
級
配
管

枝

エ
の
試
験

水
道
工
事
の
責
任
技
術
者
と
二
級
配

管
技
工
の
資
格
試
験
を
し
ま
す
。

試
験
に
合
格
し
た
人
で
な
い
と
、
市

の
水
道
事
業
指
定
工
事
店
に
な
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

〔受
験
資
格
〕

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
て
、
市
内

に
住
む
か
市
水
道
指
定
工
事
店
に
勤
め

て
い
る
人
。

■
水
道
責
任
技
術
者

ｍ
短
大
以
上
の
理
工
課
程
を
卒
業
し

給
水
装
置
工
事
の
技
術
実
務
経
験

２
年
以
上

②
短
大
以
上
の
理
工
課
程
以
外
を
卒

業
し
経
験
３
年
以
上

０
工
業
高
校
卒
業
で
経
験
４
年
以
上

い
工
業
高
校
以
外
の
高
校
卒
業
で
経

験
５
年
以
上

⑤
経
験
７
年
以
上

■
二
級
配
管
技
エ

硼
給
水
装
置
工
事
の
技
術
実
務
経
験

３
年
以
上

□
職
業
訓
練
法
の
二
級
技
能
士

（配

管
）
の
資
格
を
も
っ
て
い
る
人
。

〔試
験
日
お
よ
び
場
所
〕

六
月
二
十
日
。
大
牟
田
市
の
大
牟
田

労
働
福
祉
会
館
。
た
だ
し
配
管
技
工
は

六
月
二
十
三
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
、

実
技
試
験
も
行
わ
れ
る
。

〔申
込
み
期
間
〕

五
月
十
日
か
ら
二
十

一
日
ま
で
に
市

水
道
局
（電
③
聖
三
内
線
三
ｇ

へ
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

存 3月 の人の動 き⌒

出 生     46人
死 亡     29人
世帯数   10,651戸

人口計   42,331人

(前 月より76人減)

男    20,299人

女        22,032人
｀――一 住民基本台帳か ら

一

√3月 の交通事故状況

発生作数 24件 (53)

負傷者数 28人 (66)

死亡者数 0人 (1)

※ ()内 は 1月 から

3月までの累計です

頓

運転管理者の腕前は ? の埜鍵勇完
は何点 ?」 6日 から15日 まで春の交通安全

運動が行われたが、11日 午前10時から筑後

自動車学校で、運転技術の実技テストが開

かれた。参加したのは市内各事業所の安全

運転管理者約40人。 〔写真0〕 各事業所運

転者の指導者の面目をかけて必死の挑戦。

主な成績はつぎのとおり=①満川郁夫 (

三土教) ②弥永睦夫 (池田建設)③ 松
内昌治 (西日本道路)

渡辺さつきさんら  「自転車
が一日婦警さん   の鍵はかけ
たかな?」 21日 から春の防犯運動が行われ

た22日 、午後 3時30分から駅前通りにセー

ラー服姿の婦人警官が登場、自転車の施錠

などのチエックをした。 〔写真0〕

この婦警さんは羽中生徒会のいずれも3

年生の女生徒、渡辺さつき、速水愛子、市

岡幸代、松鵜美彩、白鳥尚美、田島泉さん

らで筑後警察署で一日婦警の委嘱を受けた

あと、最近増えている白転車盗防止のため

の街頭パトロールに真剣そのものだった。

(7)



広 報 ち く ご

カットはグループ「トロワ」

樋 口 千代喜

昭和57年 5月 1日 337号

家

庭

と

文

化

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

鬱 醇誠猛胞
〔児童向き〕 団中尾彰「子どもの
四季」 園斎藤―「どようびはたん

じょうび」 団大川悦生「ねずみの
すもう」 団たじまふみあき「数の

絵本シリーズ 1～ 4」 団吉村証子

「天気図をつくろう」 畷灰谷健次
郎「ひとりばっちの動物園」 団竹

崎有斐「でぶちんとうさん」 団岡
田淳「放課後の時間割」

〔一般向き〕 団加藤寛「日本の時
代がくる」 団永井美智子「日本夫
婦げんか考」 団詫摩武俊「母と子

の心理学」 団萩原葉子「事麻の家

」 園丹羽文雄「山肌」 団星新一
「ひとにぎりの未来」 団楠本憲吉

「みそ汁礼賛」 圃田辺聖子「女の

長風呂」 ⑮辻嘉―「滋味風味」

昭
和
五
十
五
年
の
国
勢
調
査
人
口

に
よ
る
と
筑
後
市
の
人
口
は
四
万

一

千
六
百
九
十
八
人
だ
っ
た
。

こ
の
う
ち
、
七
十
歳
以
上
の
人
口

は
三
千
三
百
八
十
二
人
で
、
構
成
比

八

。
一
％
の
高
い
比
率
を
示
し
て
お

り
高
齢
化
社
会
へ
い
ち
早
く
突
入
し

て
い
る
の
が
筑
後
市
の
状
況
―
―
。

今
回
は
高
齢
化
社
会
を
迎
え
て
い

一

る
筑
後
市
で
、
七
十
歳
以
上
の
一
人

暮
し
の
お
年
寄
り
を
対
象
に
老
人
給

食

（対
象
年
齢
は
厳
密
な
制
限
な
し
）

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
る

「老
人
給
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

の
み
な
さ
ん
を
紹
介
し
よ
う
。

好
評

の
老

人
給
食

市
内
で
、
こ
の
制
度
が
発
足
し
た

の
は
昭
和
五
十
四

年
六
月
。
市
社
会

福
祉
協
議
会
の
推

進
事
業
と
し
て
尾

島
区
に
あ
る
軽
費

老
人
ホ
ー
ム
船
小

屋
荘

（井
上
美
智
子
荘
長
＝
７２
人
収

容
）
の
協
力
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。

メ
ン
バ
ー
は
十
人

（う
ち
男
性
二

人
）
で
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
、
発
足

時
か
ら
の
人
た
ち
で
あ
る
。

同
グ
ル
ー
プ
の
活
動
は
、
毎
週
金

曜
日
、
船
小
屋
荘
の
給
食
室
で
、
調

理
さ
れ
た
昼
食
弁
当
の
盛
り
つ
け
、

▽
グ
ル
ー
プ
紹
介
△
⑦

シ
リ
ー
ズ
　
私
た
ち
の
仲
間

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「老
人
給
食
グ
ル
ー
プ
」

食
器
の
洗
浄
係

（女
性
担
当
）
と
子
配

達
者

（直
接
老
人
世
帯
へ
届
け
る
人

で
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
、
民
生
委
員

区
長
な
ど
）
へ
の
配
達
係

（男
性
二

人
）
に
わ
か
れ
て
お
り
、
市
内
で
老

人
給
食
を
受
け
て
い
る
世
帯
数
は
二

十
世
帯
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
メ
ン
バ

ー
は
、
元
連
合
婦
人
会
の
役
員
で
、

人
女
保
健
所
が
、
毎
年
開
い
て
い
る

栄
養
料
理
講
座

の
終
了
者
で
あ

る
野
ロ
ツ
ギ
ヱ

さ
ん

（
７．
＝
鶴

田
）
、
入
部
キ

ヨ
ノ
さ
ん

（
６２

＝
尾
島
）
、
野
田
富
記
子
さ
ん

（
６２

＝
井
田
上
）
、
下
川
清
子
さ
ん

（
５９

＝
津
島
東
）
、
安
徳
五
百
枝
さ
ん

（

６‐
＝
尾
島
）
、
川
口
久
子
さ
ん

（
５５

＝
馬
間
田
南
）
と
学
校
給
食
婦
の
経

験
の
あ
る
長
瀬
ト
ヨ
ノ
さ
ん

（６９
＝

尾
島
）
、
志
谷
ア
キ
ノ
さ
ん

（６６
＝

尾
島
）
ら
が
毎
週
二
人

一
組
で
活
躍

し
て
い
る
。
男
性
の
配
達
係
は
、
城

後
正
見
さ
ん

（
７３
＝
尾
島
）
、
権
藤

喜
代
志
さ
ん

（
飩
＝
停
車
場
）
の
二

人
で
子
配
達
者
へ
の
配
送
に
熱
心
に

取
り
く
ん
で
い
る
。

「船
小
屋
荘
」

の
井
上
美
智
子
荘
長
は

「福
祉
に
関

心
の
あ
る
土
地
柄
で
感
心
し
ま
す
。

高
齢
化
社
会
を
乗
る
切
る
た
め
に
も

も

っ
と
大
き
く
育
て
た
い
の
で
す
が
」

と
行
政
の
対
応
の
遅
れ
が
残
念
そ
う

だ

っ
た
が

「今
後
は
こ
の
制
度
へ
の

関
心
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
の
行
政

関
係
者
の
試
食
会
な
ど
を
し
た
い
」

と
話
し
て
い
る
。
給
食
は
専
門
の
調

理
士
の
調
理
で
、
老
人
向
き
、
栄
養

面
の
配
慮
な
ど
万
全
。
見
た
目
の
き

れ
い
さ
も
手
伝
い
利
用
者
に
は
大
変

好
評
の
よ
う
だ
。

あ
と
二
十
人
分
位
の
余
裕
は
あ
る

よ
う
で
、
希
望
者
は
近
く
の
民
生
委

員
さ
ん
か
区
長
さ
ん
に
申
し
込
む
と

よ
い
。
給
食
の
ね
だ
ん
は

一
食
あ
た

り
本
人
負
担
三
百
円
が
必
要
。

運
動
不
足
と
成
人
病

冠
状
動
脈
が
硬
化
を
お
こ
す
と
、

心
筋
へ
の
血
液
の
供
給
が
悪
く
な
り

血
管
が
つ
ま
っ
て
、
生
命
を
失
う
こ

と
も
あ
る
心
筋
硬
塞
に
も
な
り
ま
す

予
防
と
し
て
は
、
運
動
も
禁
煙
も
同

じ
く
ら
い
効
果
的
で
す
。

又
高
血
圧
に
も
良

い
影
響
が
あ
り

ま
す
。
運
動
は
、
血
液
中
の
高
比
重

リ
ポ
プ

ロ
テ
ィ
ン
を
高
め
る
働
き
が

あ
り
、
こ
れ
が
動
脈
硬
化
性
疾
患
を

予
防
し
ま
す
。

糖
尿
病
は
、
食
事
療
法
が
大
切
で

す
が
、
運
動
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

平
素
運
動
し
て
い
る
人
は
、
糖
の

耐
性
が
高
く
、
反
対
に
臥
床
し
て
い

る
と
耐
性
が
低
下
し
ま
す
。
又
、
腰

痛
や
肩
こ
り
に
も
効
果
的
で
す
が
、

が
ん
や
痛
風
に
は
効
果
は
あ
り
ま
せ

ん
。
成
人
病
予
防
に
は
、
規
則
正
し

く
運
動
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

日東京混声合唱団のコンサート=第

1回 目の筑後市文化振興事業として

8月 30日 (日 )午後 6時30分 から市民

会館で、東京混声合唱団 (熊谷弘

指揮)の コンサートが決まりました。
入場券は、 5月 中旬から勤労婦人セ
ンターや市内のレコード店、オオツ

カ店などで発売する予定です。料金

(振興事業協力金)は、一般2000円、
小 。中学生は1500円です。

甲ちくご子ども劇場低学年部例会―

5月例会は、人形劇「西遊記より

(悟空誕生)」 です。入場は会員制の

ため入会金 200円 、会費月額 700円 で

す①くわしくは同劇場電⑥-6999へ。

と き 5月 15日 (■ )16時30分
ところ 勤労婦人センター

□ みんなの体力づくり□
保健シリー粛②
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